
〈小学校総合的な学習の時間部会〉

研究 主題 ・副 主題

児童の自己学習力の向上を図る 個に応 じた指導の充実

～ 「日本の伝統 ・文化」にかかわる単元開発を通して～

研 究の概 要

単 元 開発 の視 点や 専 門機 関 との連携 、具 体的 な学習 過程 、児 童 の学 びを明 らか に して 、

「日本 の伝 統 ・文 化」 にか かわ る単元 開発 を行 う。 また 、 児童 の 自己学 習力 を高 め る総合

的 な学 習 の時 間の指 導 の在 り方 を提案す る。

1研 究 の 目 的

これか らの国 際社会 に生 き る 日本 人 と しての 自覚 を もち 、多様 な 文化 を尊重 で き る資 質 や

態 度 を児 童 に は ぐ くむ こ とが求 め られ てい る。 しか し、 自国 の伝 統 ・文化 の価 値や 意義 にっ

い て 理解 不 足 であ った り、郷 土や 自国 に対 す る愛 着や 誇 りに気 付か な か った りす る児 童 の 姿

がみ られ る。

そ こで、本研 究で は 「日本 の伝 統 ・文化 」 にか かわ る単 元 を開発 し.「 日本 の伝統 ・文化 」

に触 れ る機 会 を充 実 させ 、郷 土 に対す る愛 着や誇 りをは ぐ くみ 、 自国 の伝 統 ・文化 へ の理 解

を深 め 、それ らを尊 重で きる児 童 の育成 を行 うこ とをね らい と した。

皿 研 究 の 方 法

児 童 の 自 己学 習 力 を は ぐ くむ こ とを念 頭 に 、 「日本 の伝 統 ・文 化」 にか か わ る単元 開発 を

す るた め、以 下の研 究構想 を立 てた。授 業 を通 して検 証 し、成 果や課 題 を明 らか に した。

都 の教 育 目標

■日本や世界の伝統 ・文化に触れる

機会の充実を図り、郷土に対する

愛着や誇 りをはぐくむ とともに、
多様な文化に対する理解を深め、
世界の中の日本人としてのアイデ
ンティテ ィを育てる。

目指す 児童 像

・自国の伝綻 ・文化を正 しく理解

し、誇りに思える児童

■自国の伝統 ・文化を発信できる資

質や能力をもった児童

児童 をめ ぐる課題

・身近な生活の中で自国の伝統・

文化に触れる機会が少ない。
。自国の伝統 ・文化の価値や意

義について理解不足である。
。郷土や自国に対す る愛着や誇

り那もてない。

研 究 主 題

児童の自己学習力の向上を図る 個に応 じた指導の充実
～ 「日本の伝統 ・文化」にかかわる単元開発 を通 して～

研究の目的

O「 日本の伝統 ・文化」にかかわる単元開発 O自 己学習力を高める指導の工夫の研究開発

o単 元 開 発

研究 の内 容

①名人に学ぶ
②名物に学ぶ

{D単 元開発の視点 (2)専 門機関等との連携の工夫

隣
域の人材活用
門機関からの人材活用

O指 導の工夫

匝 紬認 麟 春け「「 〕
(2)見 取りの工夫

O個 に応 じた指導の充実

O各 教科等との関連
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皿 研 究 の内容

唱 小学生段階で児童が 「日本の伝統 ・文化」について学習する際の目標

●本物に触れたり、良さを感 じたりするき っか けになるようにする。

●心情的、共感的に理解 し、生きた知識になるようにす る。

2単 元 開発 に つい て

(1)単 元 開発 の視 点

小 学校 で 実践 可能 な素材 を選 定 し、 単元 開発 を行 うた めの視点 を、次 の三 点に ま とめ た。

① 名人に学ぶ

「日本の伝統 ・文化」を

継承している人々に学ぶ。

蟻麟嶽)
〉 息い傾 し'枇を榔 聖

博 と璽 翻

② 名物に学ぶ

。地域で見られる特産物に

学ぶ。一
たこ

・江戸切 り子、風鈴、凧 、

織物、染め物、狭山茶、

練馬大根、江戸野菜など

編薦翻ヨ謡
で 究し、地域を見直したり、入

灘鍛躍野
＼ 一一入

、_.ノ

③ 身近な生活に学ぶ

■地域や生活における身近

は事柄に学ぶ。

■衣食住、老舗、日本庭

囲碁、将棋、百人 一首

地域の祭 り、雛祭 りな

鰻撫
礁難 鰐 糞ノ

i…]

(2)専 門機 関等 との連携 の工夫

「日本 の伝 統 ・文 化 」 の授 業 を行 う上で 、 「本 物 体験 」 を抜 き に考 え る こ とは難 しい。

そ の ため には教 師 に よる指 導 だけで な く、専 門的 な知 識や 技 能 を もつ 方の協 力が 不可 欠 で

あ る。 外部 の専 門家 を活 用 し、 よ り効 果的 な学 習 とす るた めに は、児童 とのかか わ り方 な

どにっ いて理 解 を得 るこ とが必 要で あ る。検 証授 業 で は、学 習 の全体像 、指 導 して いた だ

く意図や 具体 的 な 内容 、期待 す る効果 、発 達段 階 を踏 まえ た児童 の実態 等 を明確 に伝 え る

よ うに した。

① 地 域の人 材活 用

身 近 な商店や 神社 な ど、地 域の人 々 とか かわ る ことで、 その人 々の地域 に対す る愛情

に気 付 き、地域 を見 直 した り愛着 を深 めた りす る ことが期待 で き る。 イ ンタ ビュー な ど

で継続 的 にか か わ るこ とがで き るた め、追 究 が深 ま る こ とも利 点で あ る。 また 、今 回 は、

地方 自治 体の 生涯 学 習人材 名 簿 に登 録 され てい る方 とかか わ る実 践 も行 った。 実際 に 話

を聞 いた り技能 を見 た りす るこ とで 、その 方 の深 い思 いや願 い を知 る こ とがで きる。

② 専 門機 開か らの人 材活 用

文部 科学 省 「総合 的 な学習 の時 間」応 援 団 ウェプサ イ ト、農林 水産省 な どの行 政機 開、

文 化庁 な どの行 政機 関の委 嘱 事業 な ど、幅 広 い視 点 か ら人材 を探す こ とが 可能 で ある。
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3指 導 の工 夫

(1)学 習 過 程 の工夫 ……体 験的 な学習 の効 果 的な位 置付 け

総合 的 な学 習 の時間 にお け る体 験的 な学 習の学 習 過程 へ の位 置付 けの在 り方 を検 討 した。

導入の段階 ●遠い存在である 「日本の伝統 ・文化」の世界 を児童に近付けること二が できる。

への位置付け ・インパクトの強い体験を取り入れることで感動や問題意識を喚起し、児童自ら

課題を見付けることができる。

追究の段階 ・図書資料やインターネット等では得られなかった情報を得ることができる。

への位置付け .図 書資料やインター一ネッ ト等では得 にくい 「思いや願い、実感」をつかむこと

ができる。

まとめの段階 ●学習成果を基に 「日本の伝統 ・文化」に対する思いや願いを知ることで、実感

への位置付け を伴った理解に深めたり、生きた知識に高めたりすることができる。
・学習成果を伝えることで、自己の学習の価値や意味を自ら認識する機会とな

り、学習意欲を向上させることができる。

(2)見 取 りの工夫 ……個 に応 じた指 導の 充 実

個 に応 じた指 導 を充 実 させ るた めに 、学 び を見取 り、指 導 に生かす 在 り方 を検 討 した。

意識調査 ・単元に入る前に行うことで、児重の興味 ・関心の方向や程度、どんな見方や考え

方をもっているかを見取り、指導計画立案に生かすことができる。
・同じ調査を学習の半ばと終了後にも行い、全体の傾向や個人の意識の変化を見取

ることで、評価に生かすことができる。

ウェビング

マツプ

.単 元の前後で行い、学習を通した児童の意識の広がりや深まりを見取り、学習の

成果を測定することができる。
■導入前と導入後のウェビングマリプを児童が比較することで、学習の価値や意味

を自ら感得し、メタ認知の能力や学習恵欲を向上させることができる.

学習カー ド ・各活動ごとに積み重ねていくことで、児童の変容を見取ることができる。

・活動の停滞や高まりを見取り、次の活動の支援へと生かすことができる。
●活動を振り返る経験を重ねることで、メタ認知の能力をはぐくむことができる。

4各 教 科等 との 関違

(1)各 教科 等 の内容 か らの発展 が考 えや す い もの

・国語 「短歌 や俳 句 」、 「能 や狂言 」、 「民話 」、 「文語 調の 文章 」、 「書写 」

・社 会 「地域(第3・4学 年)」、「食 料生 産(第5学 年)」、 「歴 史(第6学 年)」

●音 楽 「和楽 器」.道 徳 「第1・2学 年4(4)」 、 「第3・4学 年4(6)」 、 「第5・6学 年4(7)」 な ど

生活 の 中で は 「日本 の伝統 ・文 化ゴ に触れ る機会 が少 な い児童 が多 いの で、上 記 の学 習

内容 と結 び付 け るこ とで 、興 味や 意欲 を喚起 し、 自己学 習 力 をは ぐくむ こ とが期 待 で きる。

さ らに、総 合的 な学 習 の時 間 に学 ん だ こ とを各 教 科等 にっ な げる こ とで、各 教 科等 と総合

的 な学 習 の時 間が相 互補 完 的 ・相 互還 流 的 な関係 とな り、 さ らに勧果 的に な る と考 え る。

(2)各 教科 等 で培 われ た能 力 が生か せ る もの

.国 語 「相手や目的、意図に応 じた話 し方 ・間き方 ・書き方」.社 会 「資料活用の能力」

■算数 「分類整理する力」、「表やグラフに表す力」.理 科 「問題解決の能力」 など

教科 等 で培 われ た能 力 を生 か して学習 を進 め るた め に は、学習 に応 じて どの 能 力 を活 用

すれ ば よい か気 付 かせ る支援 を して い くこ とが必要 で ある。
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5実 践 事例 ① 名人 に学 ぶ

(1)単 元開発 につ い て

単 元名 「発 見!!日 本 の伝 統 ・文化 」(第6学 年)

(4)単 元のね らい と指導計画(全18時 間)

本単元は、能や生け花を体験 した り、代表

的 な 「日本の伝統 ・文化」 を調べた りして、

それ らにつ いての知識 を得 るとともに、その

世界や そ こに込 められ た思 いや次代への願い

な どを理解 し、尊重 していこ うとす る態度 を

育て ることをね らった。

本 単元では、区の人材名簿か ら能 の専門家

に、文化庁か ら生け花の専門家に脇力 いただ

き、全員の児童が体験できるよう設定 した。

(2)指 導 の工夫

ア 学習過程の工夫

能や 生け花 にっいての体験的な学習 を学習

過程 の導入 の段階に位置付けることで、児童

に とって距離感のある能や生け花な どに意識

を向 け させ 、 「日本 の伝統 ・文化」に対す る

興味 ・関心を喚起 し、問題 をつ かみ、意欲的

に追究 を進 める効果をね らった。

追究す る過程では、インターネ ッ トや図書

資料 な どを活用 して調べる ことが中心になる。

必要 な資料や具体的な調査方法を支援できる

よ うに準備 した。

イ 見取 りの工夫

学 習前後 での児童の意識 の広が りや深ま り

の変容 を読み取るため、ウェピングマ ップを

活用 した。 また、各時間後には学習カー ドに

自分 の言葉 で書き重ね てい くことで、児童の

見方や 考え方、気持ちの変化 、追究の進み具

合 な どを明確に していくことに した。

〈課題発見の能か 國 〉

・「日本 の伝統 ・文化 」 に関心 を もち、 調べた り体

験 した りす る課題 を設 定す るこ とができ る。

〈主体的、創造的な態度;国 〉
・設定 した課題 を調べるための方法を進んで考えた

り、体験のために必要な準備を した りできる。

(学 び方 ・ものの考 え方;圏 〉

・「日本 の伝統 ・文化 」 につい て調べ なが ら、それ

らについて の知識 を得た り、考え方 を深 めた りで

きる。

〈 コ ミュニケーシ ョン能 力;日 〉

・自分 か ら進 んで 「日本 の伝 統 ・文化 」につ いて の

情 報 を集 めた り、専門家 とかかわ った りで きる。

〈自己の住き方;國 〉

・「日本 の伝 統 ・文化 」 とのか かわ りを通 して、 そ

の よ さを実感 し、それ らを守 り伝 えてい る人々の

考 え方 に共感す ることが できる.

(3)各 教科 等 との 関連

第6学 年 の実践で あり、社会科の学習内容

の発展で ある。教科で学習 した文化 ・伝統に

つ いての知識 を広げ、それ らの世界や考 え方

を理解 し、愛着や誇 りを深 める時間 としたい.

また、総合的な学習の時間で実際に触れた

り体験 した りす ることが、教科の学習 内容を

深 め、既習事項が 「生 きた知識」 となる。双

方向の効果を期待 した。

学習活動 評価

出 O身 の回 りの 「日本 の 国 「日本の伝統 ・文

会 伝統 ・文化 」にっい 化」 に興 味 ・関心

う て話 し合 う、① を もつ 。

⑤ O能 や生け花について 国 日進んで体験活
体験する。④ 動 に参加 した り、

講師の方にかかわ

ろ うとした りす る

つ O体 験の感想を話 し合 國 自分で興味をもっ

か い 、 「日本 の 伝 統 ・ たものについて調

む 文化」についての課 べ る課 題 を決 め

③ 題を出 し合 う。③ る 。

1日 本の伝統 ・文化にっいて調べようi

調 ○自分たちが決めた課 国鮒 を活用して調
べ 題について調べ る。 べた りま とめた り

る ④ で き る。

④ 圏必要な情報を集め

ることがで きる。

ま O調 ぺたことや体験 し 匪蜘 べたことを分か

と た こ とをま とめ る。 りやす く発表する

め ③ 圏伝統や文化を比較
る O発 表する。② し、そ こに ある考

⑥ O「 日本 の 伝 統 ・文 え方を晃っ ける。

化」 について考えた 国躰 の伝統や文化
こ とを話 し合 う。① について見っ め、

継承の必要性を考

えることがで きる,
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(5)本 時 の 展 開(2、3時/18時)

ア ね らい ・感想 や気 付 きか ら、課題 設 定の視 点 を もっ ことがで き る。(國)

・進 んで ゲストティー チャー とかか わ り、 能 につ い て深 く知 ろうとす る。(日)

イ 展 開

学習活動

1ゲ ス トテ ィーチ ャー・(以 下、GTと 記す)と 出会 うa

2能 やその他 の 文化 のイ メー ジを発表す る。一
ケた い

く謡 体験〉

▲

(仕舞体験〉

〈能面体験〉

音楽のときとは全く違う声

というのがおどろいた。声の

上げ下げ力灘 しかつた。

扇の持ち方や腕を伸ばした

まま歩くのが難しかった。こ

れ琶やっている人はすごいと二

思った。

3体 験 した感想や気付いたことをまとめ、発表する。

能が始まったさっかけは何だったのだろ

う.だ れが考えたのだろうか。

何代ぐらい続いているのだろうか㌔

どんな気持ちで受け継がれているのか。

今まで能はしぶくて言っていることがわからぼかったげれど、

体籔 してみて長い歴史をもった日本の文化なんだなと思った。

◆評価 ・支援

・能 楽師2名 をGTと して招 く。

・ウェビングマ ップで児童の印象 を確認

し、 関連付 ける。

◆進んでGTと かかわ り、能について深

く知 ろ うとしていた カ㌔(目)

・自分 か らGTに かか われ ない児 童 に

は、声をかけた り、面を手 に取 らせ た

りして、参加 しやすい ようにす る。

・動 きが難 しく不安そ うに取 り組 んでい

る児 童には、認めた り、励 ま した りし

て、安心 して取 り組 める よ うにす る。

◆感想や気付いたことから、課題になる

視 点を もっ こ とがで きたか。(國)

・今後の学習の視点になるような感想や

疑問を取 り上げ、学習の方向性を明確

にできるようにする。

(6)考 察

児童 は、能 も生け花 も初めての

体験だった。 体験の効果は大きく、

児童はそれ らがもつお もしろさや

難 しさを感 じ取 り、興味 ・関心を

高 め、追究す る意欲をもつ ことが

できた。

学習前に取 り組んだウェ ビング

マ ップではほとん ど書けない児童

も多 く、 「日本 の伝統 ・文化」に

対 しての意識 の低 さが見 られた。

しか し、授 業後には自分が調べ

た伝統や文化 だけでなく、友達が

調べたものについて も意識 を広げ、

さらに、 「日本 の伝統 ・文化」に

対す る自分な りの考え方 も構築で

きるようになって きた。

【阜元開始前のウ=ビ ングマップ】

、導 ・揃ゆ

【単元終了後のウェビングマップ】

(各頂目の内容は略)

【単元終了後の学習カー ド】
わたしは茶道を調べました

が 、和太鼓、日本舞踊などの

発表を聞いているうちに日本

の伝統は歴史が長いものが多

いと思いました。今まで 「伝

統 ・文化獄んて」と、あまり

興味がなかったけれど、調べ

たり体験したりしてみて 「伝

統 ・文化」は楽しめるものむ

んだと思いました。こう思 え

るようになったのも 「学習し

たおかげかな」と思いうれし

し、気持ちになりました。これ

からも 「伝統 ・文化」が続 い

て今よりも発展して1ましいと

思いました。

わたした6の くらしにとっ

て 「伝統 ・文化」とは、 目で

見て楽しめるものであったり

味 で楽 し5昏るもの であ った

り、昔の人たちはこういうこ
とを楽しんでいたのかなと思

いました。
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6実 践 事例② 名物 に学ぷ

(1)単 元 開発 につ いて

単元 名 「茶の ここ ろ」(第6学 年)

(4)単 元のね らい と指導計画(全16時 間)

前 単元 「わが町瑞穂」で、狭 山地域 で盛ん

な茶 の栽培や 、古 くか ら残 る街道 〔日光街道、

江戸街 道)と 宿場の歴史、鉄道 、 自然な どに

つい て学習 し、地城 について理解を深 めた。

本単元では、地域 の特産物である狭 山茶か

ら 「茶道」へ学習 を広げ、古 くか ら伝わる 日

本 文化に触れ ることを通 し、その よさに気付

き、それ らを尊重す る気持ちを育てていきた

い と考えた。

そのため、手 もみ茶づ くりとお茶会 の2回

の体験 を設定 した。 手もみ茶づ くり体験では

地元の生産者 の方に、お茶会体験では茶道の

心得の ある方(当 該校嘱託教諭 とその知人)

にそれぞれ協力 を依頼 した。

〈主体的な学習態度;国 〉

・茶道に興味 をもち、進んで学習 して いる。

(学 び方;圏 〉

・課題 を選定 し、見通 しをもって学習す るこ とが で

きる。

・課題 に適 した まとめ方 で、分か りやす く伝 える工

夫をす ることができ る。

〈自己の生 き方;圓 〉

・茶道に携 わ る人の思 いに気付 くことがで き る。

・「日本 の伝 統 ・文化 」 を尊重 しよ うとす る気持 ち

をもつ ことがで きる。

(2)指 導 の工 夫

ア 学習過程の工夫

単元の始 めの 「つかむ」段階で、狭 山茶 を

栽 培す る方 の話 を聞き、手 もみ茶をつ くり、
た

その粉末茶 を点てて飲む体験 をす る。地域の

特 産物で ある狭 山茶か ら茶道へ視野を広げる

効果をね らった。

「取 り組 む ・まとめる」段階 で調べたこと

を踏 まえ、単元終わ りの 「深める」段階でお

茶会 を体験することにより、学習で得 た内容

を 「生 きた知識」 とし 「日本の伝統 ・文化」

に対す る理解 をよ り深 める ことをね らった。

イ 見取 りの工夫

学習前、半ば、学習後の意識調査の比較、

毎時間 の学 習カー ドと自己評価 、行動観察に

よ り、児童の実態 と変容 を見取った。

(3)各 教科 等 との 關連

第3学 年社会科での狭山茶 についての学習

が関連する既習 内容である。第6学 年社会科

での茶道 についての学習や、道徳での内容項

目4(7)「 日本の こころ」における千利休の逸

話な どと内容的な関連 をもたせた。既習の問

題解決の技能等を生かすよ う働きかけた。

学習活動 評価

つ O狭 山茶の栽培をして 匡蹄穂の特産物狭山

か いる地元の方に話を 茶から茶道を想起

む 聞 き、手 もみ茶つ く し、興味 をもって

④ り体験をし、粉末茶 い る。
た

を点てて飲む。② 圃狭山茶を生産して

O茶 道について 自分が いる方の思いに気

調べてみたいことを 付 いてい る。

考える。① 圏調べてみたい問題

O学 習内容や方法を選 を考えて いる.

択し、追究す る計画 匪弛の人の意見を課

を立て る。① 題設定に活かそう

と して い る。

茶道にっいて調べよう
1

取 0必 要に応 じて情報機 圏 見通 しをもって学

り 器を使いながら課題 習 を進め ている。

組 解決に向けて、計画 圏 自分な りに考えな

む 的に学習 を進 め る。 が ら進めてい る。

● ③ 匿躯 要に応じて効果
ま O学 習の成果を人に分 的に情報機器を使

と か りやす く伝 えるよ って い る。

め うに工夫 しながらま 圏学習課題に適した

る とめ る。 ③ まとめ方をしてい

⑧ O自 分の調べたことを る.

発表する。他の発表 国 グループの入と協

を聞 き、茶道 にっい 力 しよ りよ く問題

て理解を深める。② 解決 を している。

深 Oお 茶会をする。③ 国意欲的に参加して
め ○単元の学習をふ り返 い る。

る り、 「日本 の伝 統 ・ 圓日本の伝統や文化

④ 文化」 につ いて まと を尊重する気持ち

める。① を もって い る。
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(5)本 時 の 展 開(14、15時/16時)

ア ね らい ・お茶会 の進 め方や 作法 を理解 し、 意欲 的 に参加 す る.(国)

・進 んでGTと かか わ り、茶道 につ い て深 く知 ろ うとす る。(圃)

イ 展 開

GTと 出会 う。

座禅 を組み、学習に気持 ちを集 中す る。

二 人のGTに よる模範 のお点前を見 る。

くお客体験〉

お茶会 を しよ う1

お菓子の味が少 し残って、

お茶がちょうど艮い味(苦 み)

だった。

体験 した感想 や気付いた ことをま とめ、発表す る。

茶道を数十年も続けていてすごい。

こう して伝統は続いてきたというこ

とが分かった。

茶心は人の心と心をつなぐことた

と分かった。

・支援

・GT2名 を紹介す る。

・グル ープ分け し、進 め方や作法 につい

て確認 させ る。

◆意欲的に学習 している。(国)

・全体を4グ ルー プに分けて 、二か所同
た

時進行でお茶を点てさせる。

・作法や言葉遣いに気を付けさせなが ら

お茶会の雰囲気を味わわせる。

◆GTと かかわ り、茶道にっいて深 く知

ろ うと している。{圓)

・茶道 をた しなむ人の思いまで考 えさせ

るよ うにす る。

◆ 「日本の伝統 ・文化」に興 味 をもっ て

い る。(画)

・早 く記入できた児童の意見の中か ら発

表 させ、今 日の学習を学級全体として

振 り返 らせる。

(6)考 察

自分恭住んでい る地域の特産物には じま り、地元の

方や 当該校嘱託教諭な ど、身近 な人がGTだ ったので、

「目本の伝 統 ・文化 」に対 して親近感 を もって学習 が

進 め られ た.

児童の意識 調査 を、単元 の学習が始ま る前 と、手 も

み茶づ くり体験後学=習課題 を設定 した 「っ かむ」段階

と、学習が終わ った後の3回 行 った。 調査項 目は どれ

も良好 な変容が 見られ たが 、特 に変わったのは 「茶道

以外 の 「日本の伝統 ・文化」も調 べてみたい。」 とい う

項 目である.(右 のグラフ参照)こ れ らのことか ら、小

学校 で本物 に触れ る体験 を し、「日本の伝統 ・文化」 に

興味 を もたせた いと'いうね らいは達成 したと考 える。

また、お茶会をす る前は 「堅苦 しいのはいやだ。」 と

考 えていた児童が、体験 を通 して、「楽 しかった。歴 史

を感 じる ことがで きた。」と変化 した様子 も、 この調 査

か ら読み取れ た.

く児童の意識調査から)
　 　　斎遵以 外の 「日本の伝統 ・文化 」も調べてみたい

l

l学画

孝看半ぽ

l

I学8後 弛証 oml

o竺20s(4〔 跳5[)sceox

Lよ、あて。。。啄 慨 莇 蹴 て鵬 脚 。て1:

面颪 而に繭v"一 「
,`

:掌 習 鞭1醍 』Io's"

掌ヨ半ば・IZtl

舜

70 諏 誠 盛

ロ
学 習 稜i丘7曜

卜引隔

一e? 圃bT陀

。x20x4esc6。 階 日。sc199冤1

・よくあてla・る・あて鵬 ・酬 ・てはま蜘 ・・理 墾1

このほか、項 目 「茶道について調べたい」

で 「よくあてはまる」 「あてはまるjと した

児童の割合が大幅に増加 した。茶道に対す る

興味 ・関心や追究意欲を喚起できたと考える。
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7実 践 事例 ③ 身近 な生 活に 学ぶ

(1)単 元開 発 にっ い て

単元 名 「見直 そ う日本 の食"米"」(第5学 年)

(4)単 元のね らいと指導計画(全22時 間)

本単 元は、児童 に とって身近な食文化であ

る 「米 」から 「日本 の伝統 ・文化」に迫 った。

米 を中心と した 日本の食文化について調べ 、

先人 の食 に対す る工夫 を知った り、それ を今

も大切 に守 り伝 えている人々の思いや願い を

受 け止 めた りす ることで、 日本の食文化の よ

さを見直 し、大切 に していこ うとす るこ とを

ね らった。

(2)指 導 の 工夫

ア 学習過程の工夫

単元 の始 めの 「ふれ る」段階で、農林水産

省農 政事務所の方 をお招 きし、米や米づ く り

に関す る専門的な話 をうかがった り、脱穀体

験や もみす り体験 を した りす る。それ により、

単な る調べ学習に とどまらず 、人々の思いや

願い に共感 しなが ら課題を追究 してい くこと

をね らった.

また、 「課題 迫究」段階 では、地域 にお住
せん　くい

まい の方で煎 餅、和菓子 、寿司をつ くる職人

の方 に協力 していただいた。思いや願いを実

感す るだけでな く、継続的 に触れ合 うことで、

理解 をよ り深めることをね らった。

イ 見取 りの工夫

毎時間 ごとに学習カー ドへ記入 させ 、児童

一人一人の見方や考 え方の変容 を見取った
。

また、児 童の思考の流れに即 した学習 とする

ための適切な支援へ と生か した。

〈課題設定の能力;國 〉

・日本の伝統的な食文化に関心をもち
、課題 を設定

することができる。

・課題解決のための手段や方法に見通 しをもち
、懸

隔 したり準備 したりす ることができる。

〈問題解決の能力1圖 〉

・課 題 をと らえ
、情報 を集 め、吟味 し活 用す るこ と

ができる。

・自分 な りの方 法でま とめる ことがで きる
。

〈自己表現力;國 〉

・調べた内容や 自分の考えが よく伝わる方法を選

び、分か りやす く表現す ることができる。

〈自己の生き方;圃 〉

・活動の成果や課題を評価 しながら
、 日本の伝統的

な食文化のよさを実感 し、大切に してい こうとす

る人々の思いや考えに共感することができる。

(3)各 教科 等 との 関連

児童 に とって 「日本の伝統 ・文化」に 目を

向ける ときに無理のない題材を と考 え、当該

学年社会での学習や、1学 期か ら取 り組んだ

「バケツ稲作 り」の活動を発展 させ た。

「課題 追究」段階ではインタ ビュー活動を

取 り入れ た。国語 「イ ンタ ビュー名人になろ

う」単元で学習 したことを想起 させ、相手意

識 や 目的意識 をはっき りさせてイ ンタビュー

するよ う支援 した。

学習活動 評価

ふ O身 の回 りにある伝統 國興味 欄 心をもち
れ 的な食文化について 日本の食文化を考

る 話 し合 う。① えよ うとしている

⑥ ○脱穀 ・もみす りなど 國GTの 話か ら、米
の体験をする。② についての見方や

O日 本文化と米のつな 考え方を深 めてい

が りを知 る。① る 。

○新米を味わ う.②

課
題 1見 直そう日本の食"米"1
つ

く
O体 験の感想を話 し合 國追究したい課題を

り い、 日本の伝統的な 決 める.
②
食文化について課題 國 どのような調べ方

を出 し合 う。 ② で追究 していける

か見通 しを もつ 。

課
題
追

O食 文化を支える人々

にインタビューす る

匪蘇題について資料

を活用し調べたり

究
⑧
な どして調べ る。⑧ 必要な情報を集め

たりする。

ま
と
め

○調べ たこ とや体験 し

たこ とをま とめる。

國 調べたことを分か

りやすくまとめて

る ③ 発表す る。

ら O発 表する。② 国 日本の食文化のよ
な
げ
Oこ れまでの体験や発 さを実感 し、大切

る 表を聞いて気付いた に してい こ うとす

⑥ ことや感 じた ことを る思いや願いをも

話 し合 う。① つ 。
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(5)本 時 の展開(4時/22時)

ア ね らい ・日本 の食 文化 に関す る課 題 の幌 点 を もつ こ とが で きる。(國)

・GTか ら話 を聞 き、米 と日本人 のか かわ りを感 じる。(国)

イ 展開

2GTの 話を聞 く。

・米 と臼本入の関係 ・稲作 と日本 の文化

・米 に対する 日本の人 の思 いな ど

レ徳'

この先生はお米をすこく大切にして

いきたいと思っているんだ。

お米は昔は特

別なときしか食

べられないもの

だったのか。

3稲 わ らを用いて縄 ないをする。

・米 を収穫 した後の稲 わ らの利 用 も生活 の中に息づ く文化

で あるこ とをつ かむ。

GTに 質問をす る。

稲って捨てるところがばいね。日本

人は利用上手だむ。

一年に一度 しか取れない貴重な米 こ

から、全部使って無駄を出さ献いよう

にしたんだと思う。

5学 習カー ドに感想や気付 いた こと、疑問 に思 った ことな

どをま とめる。

(6)考 察

「ふれ る」段階及び 「課題づ くり」の段階で

専門家 にお話を うかがい、普段何気な く接 して

いる米や 当該学年の社会で学習を済ませた 「米

づ くり」に対 し、過去から現在まで連綿 とっな

がる歴 史を実感 を伴って感 じることができた。

「課題追究」の段階 で、地域 にお住 まいで食
せんよい

文化 を支 える煎 餅、和菓子、寿 司をつ くる職

人の方 と繰 り返 し触れ合 うことができた。実際

に 「日本の伝統 ・文化」の技に触れ 、素直な感

動を表出する児童が多数見 られた。感動を喚起

され る体験 を得て意欲が高ま り、学ぶ楽 しさを

体得 していった。 さらに、インター ネッ トなど

による表 面的な知識の吸収に とどまらず 、日本

の食文化 を守 り伝えてい る人 々の思 いや願い を

感 じるまで学習を深めてい くことがで きた。

・支援

・農林水産省農政事務所の方 との前回の

学習活動を振 り返る。

・メモを とりなが ら話 を聞き、感 じた こ

とや思 った こ と、不思議 に思った こ と

な ども記録 してお くよ うに促す。

・児童に とって難 しか った ことは、 もう

一度説 明す る時間をとる
。

◆話 を聞 いた り、体験 を した りす る中で

これ までの 自分 の認識 を深 めよ うと し

ている,(囮)

・学習のねらいの実現にかかわる児童の

つぶやきや学習カー ドの記録を見取 り

価値付けた り、意味付けた り、よさを

他の児童に伝えたりする.

◆追究 していこうとする課題の視点をも

つ こ とができる。(國)

【本時の学習活動前の記述から】

農家の人が苦労 して作ってし1るのを社会の時間に

勉強 したけど、大切に食べなくちゃいけないと詔も

う。米を便った日本の食っていっぱいあるんたと思

った。特に和菓子は面臼そう。米から出来ているな

んて知らなかった。

【本時の学習活動徒の記述から】

いつも食べているものの中に日本の文化がた くさ

んかくれ ていた。日本の食文化は今まです っと続 く

歴史があ って支えていた人がいたことを知った。今

ぼくたちが食べているものがすっと続いてきている

なんて思 ったことがなかった。それカ、ら今も一生懸

命 、日本の食文化を大切にしている人たちがいた。

和菓子屋さんが大事な日本らしい気持ちを守ってい

きたいとおっしゃっていたのがすごいと思った。
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W研 究 の ま と め

1研 究 開発 の 成果

(1)単 元 開発 につ いて

第3・4学 年 で は地域社 会 、 第5学 年 で は農 業及 び食 、 第6学 年 で は歴 史 の発 展 と して 、

各 学 年 の発 達段 階 に合 わ せ て 単元 開発 を した こ とに よ り、 「日本 の伝 統 ・文 化 」 に対 す る

児 童 の意識 を深 める こ とが で きた。

(2>専 門機 関等 との連 携 の工 夫

専 門家 をゲス トテ ィー チ ャー に招 い た体験的 な学 習 は 、その 人 々の語 りや 実 演な どか ら

児童 が感 動や 実感 を得 て、 知識 と体験 を結 び付 け る こ とにな り、 「生 きた学 習」 となっ た。

ゲス トテ ィー チ ャー に学 習 の意 図 な どを明確 に伝 えた り、児 童 がゲ ス トテ ィーチ ャー と

身近 に接 す る場 を設定 した りす る こ とで、一層効 果的 な学 習 とす るこ とが で きた。

(3)学 習 過程 の工夫

ゲ ス トテ ィー チ ャー を招 い た体験 的 な学習 の学 習過 程 への位 置付 けを工 夫す る こ とで 、

一層 効 果的 な学 習 とす る こ とが で きた
。 体験 に対 す る教 師の意 図 的 ・計 画 的な働 きか けが

大切 で あ る。

(4)見 取 りの 工夫

意 識 調査 や ウェ ビングマ ップ、学 習 カー ドな どを積 み 重ね てい くこ とに よ り、児 童 の 見

方や 考 え方 の変 容 を見取 るだ けで な く、児童 の学 習 意欲 も喚起 す るこ とがで きた。 教 師 が

ね らいを明 確 に もって指導 に 当た る こ とが 、児童 の主体 的 な学習 活動 に大切 で ある。

(5)各 教 科等 との関連

総 合的 な学 習 の時 間 にお い て各教 科 等 の学習 内容 を発 展 させ た り、総合 的 な学習 の時 間

で の学習 内容 を各 教科 等 で 取 り上 げ る ことに よ り、児 童 の視 野が 広が り、 「日本 の伝 統 ・

文 化 」に 関す る理解 を深 め させ る こ とが できた.

また、 各教科 等 で身 に付 け た技能 等 を総 合的 な学 習 の時 間で活 用 させ るよ うに支 援 した

とこ ろ、手際 よく追 究す る こ とが で きる よ うになっ た。

2今 後 の課題

(1)単 元開発 につ い て

「日本 の伝統 ・文化 」 にか か わ る学 習 の きっか けや基 礎 と して、発 達 段階 に応 じた 内容

を取 りあげ 、4年 間 をか けて 意図 的 ・計 画的 に積み 上 げて い くよ う、各 学校 で工夫 して指

導 計 画 を立 て るこ とが必要 で あ る。

(2)外 部人 材 の活 用 につ い て

「日本 の伝 統 ・文化 」 にか か わ る学 習 では 、外 部 人材 や 専門機 関等 の協 力が必 要で あ る。

ゲ ス トテ ィー チ ャー選 定 に 当た り、 人材名 簿か ら情 報 を集 める こ とが 可能 な場合 は極 め

て少 な い。 ゲス トテ ィー チ ャー に提 供 してい ただ く内容 が 学習 に合 っ てい るか な ど、事前

に把 握す る こと も難 しい。

また 、綿 密 に打 ち合 わせ を して も、授 業場 面で 教師 の意 図 とゲ ス トテ ィー チ ャー の思 い

が合 わ な か った り、児童 の発 達 段階 に 合わ なか った りとい うことが生 じる可能性 もあ る。

学校 と外 部 人材 の双方 に とって メ リッ トとな る よ うなかか わ りを研究 す る必要 が あ る。
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